
  鳥取県立倉吉総合産業高等学校

 

評価項目 評価の具体項目 目標（年度末の目指す姿） 改善方策

基本的生活習慣の確立とマナーの徹底
【生活部】

・年間で「防げる遅刻」を２４回以下とする。（昨年
度は目標を２０回以下と設定し、５３回）
・校内外で明るく気持ちのよい、心のこもった挨
拶ができる。
・学校アンケート（保護者）の『規律・マナー』項
目の「１・２」評価の平均を９０％以上とする。（昨
年８５％、一昨年８７％）
・学校アンケート（生徒）の『挨拶』項目の「１・２」
評価の平均を９０％以上とする。（昨年９１％、一
昨年８７％）
・学校アンケート（生徒）の『学校のきまり』項目の
「１・２」評価の平均を９０％以上とする。（昨年９
３％）

B

・生徒会執行部の協力のもと、啓発・推進運
動を展開していく。
・社会ルール、学校規則についての指導
は、教職員の共通認識を大切にして実施し
ていく。
・交通ルールの遵守をさらに啓発していく。
今年度から法改正が実施され、自転車乗車
時のヘルメット着用についても、交通マナー
アップ推進リーダー校実行委員会と連携し
て啓発活動を展開していく。

部活動・生徒会活動の奨励
【生徒部】

・執行部加入も含めて加入率95％以上を目標と
する。
・執行部への1・2年生の積極的参加
・生徒会執行部会およびクラブ運営委員会が定
例化し、活性化している。
・生徒自身が主体的に体育祭・学校祭等生徒会
活動を企画運営している。

Ｂ

・部活動加入者の割合が目標値を下回って
いる。未加入者に声かけをし、部活動への
加入、執行部加入など生徒会活動へ関わる
ように勧める。

進路指導の充実
【進路部】

・計画的に進路行事を実施し、キャリア教育を充
実させる。
・学習指導委員会による進学支援体制を確立さ
せる。
・年度内に就職内定率を１００％とする。

Ｂ

・進路意識の向上とともに基礎学力も向上さ
せようという意識を持たせることを念頭に置
いて進路講演会等の取り組みを計画する。

・進路の手引、資格検定の手引、指定校推
薦一覧についても電子化を検討する。

将来のスペシャリストの育成
（資格・検定の取得やインターンシップ）
【進路部】

・資格取得を意欲的に取り組ませる。

・低学年から進路意識の向上とインターンシッ
プ・デュアルシステムを充実させ、勤労観・職業
観を育成する。 Ｂ

・より教育効果を上げられるよう事前・事後
指導を含めて検討する。

重
点
目
標

評価

・インターンシップは台風の影響により1日
臨時休業となり、2日間の実施となった。
・生徒に対する企業の評価はおおむね高い
ものであった。
・事前・事後指導の時間を増やしたことで、
準備や礼状の送付、報告会が前年と比べて
スムーズに行うことができた。

１  誠実な心を育て、たくましく生きる力を養い、個性豊かな人間形成を図る。
２  実践的な学習をとおして、創造する喜びを体験するとともに自主・自律の態度を養う。
３  様々な教育活動をとおして、他人を思いやり、友情を育み、さらに心身ともに健全な態度を養う。
４  望ましい勤労観・職業観を育て、地域産業を支える人材を育成するとともに地域の発展に貢献する。

・「挨拶」・「時間」・「身だしなみ」の３点を中心とし、
基本的生活習慣の確立を目指している。
・礼法指導、遅刻指導、整理整頓指導、清掃指導な
どを通じて、生活習慣を整える習慣を身につけさせ
たい。
・「時間」を守ることについては、学科・学年と連携し
て指導している。（「防げる遅刻」の年間実績は５３回
となり、昨年度より１２回増加している。遅刻回数に
おいては年々増加している傾向である。）

・今年の4月時点の部活動等加入率
　　（1年94％　2年91％　3年80％）
・生徒会執行部の学年別構成
　　（1年0人　2年7人　3年19人）
・執行部会は生徒会行事前にのみ開催
・学校生活アンケート結果（昨年の7月→12月）
　　学校行事に楽しく参加協力できた　96%→96％
　　部活動に積極的に取り組んでいる　81%→81%
・教員に言われて活動する場面が見られる

・具体的な進路目標を定めているが、目標のために
何をどのように取り組めば良いか計画できない生徒
が多い。また、基礎学力の定着や文章力、表現力
が十分身についていない。
・就職希望者支援体制についてはできているが、進
学指導に関しては、個別指導による部分が多い。
・昨年度も就職内定率が１００％であった。
・リモートによる応募前職場見学や面接試験、適性
検査が増加し、進路部職員だけでは対応できなくな
りつつある。

・進路部で資格・検定を推進している。各科で目標
としている資格・検定に挑戦している。
・インターンシップ・デュアルシステムの実施につい
ては徐々にコロナ過前の状況に戻ってきている。

目標達成のための方策

・年間の「防げる遅刻」の目標を生徒会執行部との
協議の上設定し、生徒主体で取り組めるように働
きかけをする
・教職員で率先して「あいさつ」することを共通認
識し、また、授業内での「あいさつ」指導も年度当
初の重点目標と位置づけ全教職員で取り組む。
・朝読書を８時３５分にスムーズに始められるよう、
５分前の８時３０分着席の指導を生徒会執行部、
教職員で実施していく。（生徒会執行部からの声
掛け運動、あいさつ運動と連携して教職員の教室
での声掛け運動を計画）
・生徒の進路実現、自己実現を見据えた中で、生
徒が主体的な行動者となるよう、授業、部活動、学
科、生徒会執行部と連携し、教職員の共通認識を
大切に指導していく。

・部活動未加入者への執行部・学校祭実行委員
会への参加呼びかけをする。
・ＬＨＲ等の学年レクリエーションにおいて執行部
員を活用する。
・会議を定例化し、GoogleClassroomを活用する。
・他校の学校祭の見学や執行部との交流を推進
する。

・進路意識を持たせるため、進路講演会、進路学
習会、進路説明会、進路ＬＨＲ等を実施、職業観・
勤労観の育成に努める。
・1年次から進学者補習を計画して、大学・短大や
医療系専門学校を希望する生徒の学力向上に努
める。
・進路部と学年団・各科との連携を密にするととも
に、学力分析や指導方法について検討していく。
・１２月から２年生の進路指導に取り組み、生徒が
進路実現に向けて行動できるよう計画的に個別に
指導を行う。
・リモートに対応するため、３年学年団にも協力を
依頼する。
・定着指導・求人依頼・企業開拓のため、進路部
を中心に県内の企業を積極的に訪問し企業や産
業界の情報を収集し、共有する。
・４月の面接週間に３年生就職希望者に対する進
路部との面談を行い、進路指導がよりスムーズに
行われるようにする。
・１年生対象の進路講演会を早期に開催すること
で、基礎学力の必要性を理解させ、向上を目指す
よう取り組ませる。
・資格取得・上級資格取得のための計画的で充実
した補習を実施する。資格試験の情報提供を行
う。
・多様な進路選択を可能にするためにも資格取得
にチャレンジするように促す。
・インターンシップ・ビジネス実習の事前・事後指
導を徹底・充実する 。

令和５年度　学校自己評価表　　（中間評価）

２ 生徒の夢
や希望が叶
えられる学校
づくり

・進路講演会、進路学習会、進路説明会、
進路ＬＨＲは予定通り実施し、進路意識を持
たせることに努めた。
・小論文対策として教職員研修会を行い、
生徒への小論文指導に備えた。
・講師を招いて、進路部と教科ごとで学力分
析を行った。
・Webによる応募前見学会やオープンキャン
パスに参加させた。Webによる就職試験を
実施する企業数は減少した。
・4月に3年生就職希望者に対する進路部と
の面談を行い、その後の進路指導に活かす
ことができた。
・来年度からの実施に向け、求人票の電子
化の準備を開始した。（ＩＣＴ活用）

教育目標

年度当初 評価結果　　

経過・達成状況

１ 心身ともに
健やかな生
徒の育成

・「防げる遅刻」については、９月２０日現在
で、１８回（内訳：１年９回、２年５回、３年４
回）となっており、夏休み明け以降増加して
いる。
・校内での気持ちのよい挨拶に関しては、ま
だまだ浸透していない状況だが、生徒の挨
拶に対する意識の自己評価は高い。
・学校アンケート（保護者）の『規律・マナー』
項目の「１・２」評価は８５％であった。
・学校アンケート（生徒）の『挨拶』項目の
「１・２」評価は９５.７％であった。
・学校アンケート（生徒）の『学校のきまり』項
目の「１・２」評価は９５.７％であった。

・9月時点での部活動加入率90％（１年90％
2年90％）。執行部26人。学校祭実行委員
26人。
・必要に応じて、執行部会を開いている。
・体育祭・学校祭準備等、生徒が主体的に
企画・準備・運営をしている。
・実行委員会の生徒が、近隣の学校祭を見
学している。

現状

１  心身ともに健やかな生徒の育成
２  生徒の夢や希望を叶えられる学校づくり
３  地域に愛され、信頼される学校づくり
４  専門教育の推進
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１  誠実な心を育て、たくましく生きる力を養い、個性豊かな人間形成を図る。
２  実践的な学習をとおして、創造する喜びを体験するとともに自主・自律の態度を養う。
３  様々な教育活動をとおして、他人を思いやり、友情を育み、さらに心身ともに健全な態度を養う。
４  望ましい勤労観・職業観を育て、地域産業を支える人材を育成するとともに地域の発展に貢献する。

目標達成のための方策

令和５年度　学校自己評価表　　（中間評価）

教育目標

年度当初 評価結果　　

経過・達成状況現状

１  心身ともに健やかな生徒の育成
２  生徒の夢や希望を叶えられる学校づくり
３  地域に愛され、信頼される学校づくり
４  専門教育の推進

進路に対応できる学力の定着
【教務部】

・学習習慣が定着し、基礎学力の向上が図られ
ている。
･ICT端末が授業での利用だけでなく、進路選択
につながる情報収集ツールとして活用されてい
る。
・授業時間数が確保され、自習時間が削減され
ている。
・進路に応じた選択科目が適切に履修されてい
る。

B

・継続した活用を促し、年度末に効果等につ
いて協議を持ち、次年度以降の導入につい
ても検討していく。
・生徒が自分の進路等につながる情報を集
めるような仕掛けを検討して行っていく。

・授業が自習時間とならないように、引き続
き声掛けを行っていく。

・最終決定に向けて、担任と生徒・保護者で
進路希望にあった履修になっているか確認
してもらうように促していく。

思考力・判断力の向上
【教務部】

・思考力や判断力の育成のために、課題探究的
な学習や対話的な学習活動が実践されている。
・達成感や自己肯定感を持った生徒が多くい
る。

B

・授業研究会を通して日ごろの授業でのICT
機器の活用や振り返りを行い、課題探究的
な学習や対話的な学習活動を取り入れても
らう。
・引き続き、学校行事等で生徒が活躍できる
機会を増やしていく。

地域とともにある学校づくり
（学校運営協議会）
【管理職】

・学校運営協議会の委員や地域の方の来校が
あり、地域に開かれた活気のある学校になって
いる。

B

・第2回学校運営協議会を9月に開催し、ス
クールポリシーについて意見をいただく予定
にしている。
・学校祭や研究授業、課題研究発表会を案
内し、学校の取組を参観してもらい、意見を
いただく予定にしている。

地域への情報発信
（積極的な広報活動）
【総務部】

・ホームページ記載更新が行われ、学校行事、
各科の学習活動、部活動の大会状況が配信さ
れている。
・学校ホームページの閲覧者が多く、地域と連
携した活動が盛んに行われている。 C

・ホームページの更新が頻繁に行われ、常
に学校行事や各科の学習活動・部活動の
大会状況が配信されるように、総務部から
今まで以上に、各担当者にホームページへ
の掲載を依頼する。

Ｍ

・二年間途絶えていた自動車整備体験学習へ
の参加や、課題研究を通した上北条コミュニテ
ｲーセンターとの交流・連携を図る機会が増えつ
つある。

・課題研究や検定指導において、地元企業や社
会人講師と連携しながらものづくりに取り組む。

B

その他の地域企業や地域機関とも連携し、
交流を深めていく。

Ｅ

・鳥取県電気工事業組合との共同作業で、倉吉
交流プラザにイルミネーションを取り付け、地域
に貢献した。
・「電気をとおして福祉を考える」の活動につい
て、地区民生委員の方と電業協会中部支部と連
携をし、地域に貢献した。

・イルミネーションの取り付けなど、地域産業との
交流が図られている。
・地域の家庭に出向き、奉仕活動をすることで地
域住民との連携が図られている。 B

・イルミネーションについてより良いものにな
るように、今後の電気工事組合との意見交
換会でアイデアを出し、新しいイルミネーショ
ンの作成に着手する。
・「電気の技術を生かした福祉活動」で３年
間学習した個々の知識や技術を活かして校
外で活動し、福祉を考える予定にしている。

Ｃ

・課題研究「くらそうや」「くらそうサロン」、就業体
験学習「ビジネス実習」「インターンシップ」ともに
予定通り開催できた。

・課題研究「くらそうや」「くらそうサロン」、就業体
験学習「ビジネス実習」「インターンシップ」を通
して、地域の方々との交流や事業所との連携か
ら、地域産業の理解が深められ郷土愛が育まれ
ている。

B

現在順調に準備が進んでおり、今後の実践
結果によって改善策を考えていく。

Ｄ

・昨年度は、課題研究（保育分野）で認定こども
園計6回、「生活と福祉」の授業では2・3年とも一
回ずつ高齢者福祉施設でのリモート交流を行っ
た。その他の保育交流や企業見学はコロナの感
染拡大により中止となり、高齢者福祉施設は立
ち入り禁止の状態により訪問できなかった。

・認定こども園や高齢者福祉施設での交流や実
習を実施し、職業観やコミュケーション技術の育
成をする。
・ボランティア活動への参加者を増やす。
・企業見学を実施する。 B

・1回目の交流や実習の振り返りをもとに、
改善点を意識しながら内容を計画し、実施し
ていく。
・ボランティア参加のアナウンスを引き続き
行っていく。

・課題研究「くらそうや」「くらそうサロン」、就業体験
学習「ビジネス実習」「インターンシップ」の学習内
容の充実に努める。

・交流活動や実習ではねらいを明確にし、コミュニ
ケーション活動が円滑に行われるように指導する。
また、観察を通して職業理解が深められるように
計画する。
・実施時期の計画を早めに行い、延期できるように
時期を設定する。
・ボランティア活動のアナウンスを積極的に行う。

・思考力の向上やＩＣＴ機器の活用に向けて、全教
員が参加する授業研究会を実施する。
・学校行事、科の取組み、成果発表、ボランティア
など、校内・校外を問わず、生徒が活躍できる機
会を増やす。

・学校運営協議会の更なる活性化と地域と協働し
た活動を計画する。特に地域に生徒の顔が見える
取組を増やす。

・学校行事について、積極的に総務部から各担当
者にホームページやSNSへの掲載を依頼する。ま
た、新聞社やテレビ局などマスコミにも適宜情報を
提供する。
・ホームページがさらに充実するように、更新頻度
の少ない学習活動・部活動に依頼する。
・意識してホームページのアップを心掛けるととも
に、より見やすいホームページを目指す

・学校ホームページや課題研究発表会などあらゆ
る機会を通じて、科の取り組みについて積極的に
情報発信し、連携の機会を増やしていく。

・鳥取県電気工事業組合との意見交換会でイルミ
ネーション設置について、アイデアの提案等を行
う。
・「電気の技術を生かした福祉活動」の活動前後
で民生委員、電業協会、教職員・生徒との意見交
換を行い連携をとる。

・生徒は落ち着いて生活しているが、反面、主体的
に学習に取り組んだり、自ら考え判断し、自発的に
行動したりすることができる生徒が少ない。

・生徒の基礎学力や学習意欲に大きな差がある。定
期考査や資格取得などに関する学習には意欲的で
あるが、授業に向けた家庭学習時間は少ない。
・授業時間数の偏りが生じている。
・売り買いボードの活用状況は十分ではない。
・進路に応じた選択科目の履修ができるよう説明会
を実施し、生徒の実態と進路希望に合わせるため
学校設定科目を設置し対応している。

・生徒の興味・関心の幅を広げ、生徒が自発的に
知識と情報を求めるようなICT端末の活用となる方
法を検討する。
・時間割の入れ替えや授業の売り買いを積極的に
行い、授業が自習時間とならないように取り組む。
・選択説明を丁寧に行い、進路希望に合った履修
を促す。

３ 地域に愛
され、信頼さ
れる学校づく
り

・第２学年が学習支援サービス「Classi」を利
用して、自主学習の定着、および、基礎学
力の向上を図る取り組みを行っている。
・授業の入れ替え、売り買いについて声掛
けを行い一定の成果は出ている。
・各学年で選択科目説明会を実施し、科目
の内容および取り方の説明を丁寧に行っ
た。その後、保護者懇談会を持ちながら進
路希望に合った履修を促している。

・学校行事について、総務部から各担当者
にホームページへの掲載を依頼したり、総
務部が情報発信している。また、新聞社等
にも情報提供している。ホームページアップ
数は前年比８１％である。（今年度９１昨年
度１１２,８月末まで）

・授業研究会を10/2に開催の予定である。
また、ICT活用ミニ講座を定期的に開催し、
スキルの向上を図っている。
・体育祭、学校祭など生徒が考え企画・運
営している時間が確保されている。

鳥取県自動車整備振興会と連携し、自動車
整備体験学習への積極的な参加（５⇒１１
名）や、上北条小学校との交流（遊具の作
成）も行った。

課題研究「くらそうや」「くらそうサロン」は現
在順調に準備している。「ビジネス実習」の
前期は予定通り行った。

・計画後に受け入れ回数減の要望があった
が、早めに計画を立てたことで、別施設へ
依頼し、実施予定回数を確保することがで
きた。
・保育交流、高齢者との交流、いずれも順
調に実施している。9・10・11月にも実施の
予定。
・ボランティアは受け入れ状況が回復したた
め、多くの生徒が申し込んでいる。

・イルミネーションの設置に向けて１０月中
に電業協会と連携して計画する予定であ
る。
・「電気の技術を生かした福祉活動」の実施
に向けて社会福祉協議会と連携し計画を進
めている。

・コロナ禍で、学校運営協議会委員の学校への訪
問はほぼ学校運営協議会に限られた。ただし、学
校運営協議会では今後の学校の在り方に資する意
見や助言が得られた。

・ホームページの記事のアップは１月25日現在で
224件、アクセス数も98，719であった。学校全体で
情報発信の意識が上がっている。

２ 生徒の夢
や希望が叶
えられる学校
づくり

・5月に第1回学校運営協議会を開催した。
委員から学校運営に資する建設的な意見
や提案を受けた。
・倉吉商工会議所からの意見により、地域
人材の確保に向けた協議会がもたれた。

地域・産業界との交流
【各学科】
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  鳥取県立倉吉総合産業高等学校

 

評価項目 評価の具体項目 目標（年度末の目指す姿） 改善方策

重
点
目
標

評価

１  誠実な心を育て、たくましく生きる力を養い、個性豊かな人間形成を図る。
２  実践的な学習をとおして、創造する喜びを体験するとともに自主・自律の態度を養う。
３  様々な教育活動をとおして、他人を思いやり、友情を育み、さらに心身ともに健全な態度を養う。
４  望ましい勤労観・職業観を育て、地域産業を支える人材を育成するとともに地域の発展に貢献する。

目標達成のための方策

令和５年度　学校自己評価表　　（中間評価）

教育目標

年度当初 評価結果　　

経過・達成状況現状

１  心身ともに健やかな生徒の育成
２  生徒の夢や希望を叶えられる学校づくり
３  地域に愛され、信頼される学校づくり
４  専門教育の推進

Ｍ

・製図検定や各種技能検定など、資格取得に積
極的に挑戦する生徒が増えてきている。

・ジュニアマイスターのゴールドやシルバー取得
を目指す生徒が増える。

B

さらに申請者が増加するように、後期申請
に向けて資格に関する案内や、情報を生徒
へ提供していく。

Ｅ

・社会人講師活用事業において、鳥取県電業協
会中部支部に電気製図の指導を受け、生徒の
知識・技術の向上を図ることができた。
・新型コロナウイルスの関係で、鳥取県電業協会
中部支部から高校生ものづくりコンテストに向け
ての技術指導を受けることができなかったが、１
名の生徒が中国大会出場を果たした。

・生徒の電気工事，電気製図などの知識・技術
が向上している。
・高校生ものづくりコンテストにおいて上位に入
賞している。

B

・電気製図については、10月に指導を受け
る計画である。電気製図の課題について、
新しい建築図面を検討し、現在の電気工事
にあったものに改定していく。
・現在１２月に行われるものづくりの県大会
に向けて６名の生徒が練習に励んでいる。

Ｃ

・学年により、資格取得の取組の差が成果にも
表れている。
・クラス内で生徒間に学力差があり、一斉授業で
の指導に工夫を要する。

・資格取得に向けて計画的に努力し、チャレンジ
精神を養っている。

B

検定取得、上位級取得の意義についてしっ
かりと理解させていく。

Ｄ

・専門科目の授業については真面目に取り組ん
でいるが、知識と技術の定着には時間がかかる
生徒が多い。全体的に控えめで、チャレンジ精
神旺盛とは言えない。

・身に付けた知識と技術の確認と定着のために
も、検定試験を積極的に受験する。
・コンテストへの応募や、ボランティア活動など外
部の活動に参加する。 B

・ボランティア参加のアナウンスを引き続き
行っていく。
・検定については、個別に対応していく。

Ｍ

・自分の進路に沿いながら、他学科の科目を選
択し習得している生徒が増えている。
・他科からの様々な要望に応えることで、生徒が
達成感を感じられた。

・総合選択制を活用しながら、自分の個性に
あった主体的な科目選択が生徒自らできてい
る。 B

今後に向けて、検討していく。

Ｅ

・「くらそうや」において「おもちゃの病院」を開
き、おもちゃの修理を行うことができた。
・「くらそうや」への「商品提供」を行うことができ
た。

・「くらそうや」に電気科として「おもちゃの病院」
及び「商品提供」ができている。

B

・よりたくさんの方々に「おもちゃの病院」を
利用していただけるようビジネス科と連携し
アナウンスしていく。

Ｃ

・課題研究「くらそうや」において、他科から販売
商品を提供してもらっている。
・総合選択制の他科選択「コミュニケーション演
習」や「アプリケーション演習」で、ビジネスマ
ナーや基礎的なワードやエクセル操作を習得し
ている。

・課題研究「くらそうや」の商品を提供する他科
に、消費者の反応や意見をフィードバックするこ
とで、ニーズある製品作りに活かされている。
・ビジネスコミュニケーションの知識や技能を習
得し、学校生活で実践している。

B

他科と連携できる分野を考え増やしていく。

Ｄ

・ビジネス科と連携し、くらそうやへ商品提供を
行っている。

・くらそうやへ商品を提供する。
・工業科とも連携する。

B

・他科との連携については検討中。

５ 業務改善
の取組

長時間の時間外勤務者の解消
【管理職】

・年間の時間外業務時間が３６０時間を超えな
い。
・職場全体に業務を分担する土壌があり、チー
ムで仕事をこなす意識が浸透している。
・衛生委員会で職場の安全衛生管理について
建設的な意見が交わされている。

B

・業務改善のアンケートや衛生委員会の結
果をもとに、分掌・学年の会を開催し業務内
容と改善策を共有し、業務改善につなげて
いく。
・週休日振替について、個別に声掛けをし
取得を徹底する。

・シラバスなどを活用し、選択科目に関する丁寧な
説明を行い、生徒にとってより良い科目選択が行
えるよう情報提供の機会を増やしていく。
・課題研究などの時間を活用し、柔軟に対応でき
る時間をつくる。

・課題研究「テクニカルボランティア」をとおして「お
もちゃの病院」を行う。
・電気工学部と連携して「商品提供」を行う。また、
課題研究の中でもアイデアを出して、商品作成を
行う。
・課題研究「くらそうや」にて、消費者と積極的にコ
ミュニケーションをとり、商品に関する感想や意見
を丁寧に聴く。
・総合選択制の他科選択「コミュニケーション演
習」「アプリケーション演習」「ビジネス基礎」の魅力
を伝え、履修を促す。

・くらそうやについては昨年度の取り組みを振り返
り、商品の製作の工夫を行う。
・他学科との情報交換を積極的に行い、連携の方
法を検討する。

・鳥取県電業協会中部支部の指導を受ける機会
を作り、生徒の知識・技能の向上を図る。

・可能な限り、習熟度別や少人数の授業展開に取
り組む。
・長期休業中や放課後に課外授業を実施し、上
位級取得目標の生徒や学力不振生徒に対応して
いく。

・各種検定・コンテスト・ボランティア活動への参加
を促す。

ジュニアマイスター（前期）認定者数が昨年
と比較して増加した。また、スーパー工業士
認定プロジェクトを目指す生徒も増えてきて
いる。

長期休業中に課外授業に取り組んだ。

・各種検定、ボランティア活動ともに昨年度
よりも希望者数は増えており、意欲的に取り
組もうとしている。
・検定については、技術的に合格水準にあ
る生徒が受験を希望しない傾向もある。積
極的に声掛けをしていきたい。

授業や実習を通して、他科と連携を図れる
ように、継続して取り組んでいく。インターン
シップ前には電気科と合同で安全教育に関
する講話を企画し、開催した。

専門分野の基本的知識・技術をもち、チャレン
ジ精神に富んだ人材の育成
【各学科】

４ 専門教育
の推進

学科の枠を超えた取組の実践
（総合選択制）
【各学科】

選択授業で他科の生徒が積極的に検定取
得に取り組んでいる。

・くらそうやへの商品提供について、昨年度
の販売状況も考慮しながら、現在製作して
いる。
・他科との連携については検討中。

・今年度は時間外業務が昨年より増加して
いる。
・週休日振替の取得が出来てない職員がい
る。

・業務の可視化を推進し、誰もが他者の働きぶり
に関心を持ち、職場で支えあえる環境作りを促進
する。
・一人一人が自分の働きぶりを振り返り、業務の優
先順位を意識しながら、計画的に業務を進めるこ
とで、時間外用業務の削減とともに、多忙感の解
消を図る。
・週休日振替の取得を徹底する。

・7月、電気工事に関する電業協会からの技
術指導を受けた。生徒は電気工事の技能を
高めることができた。
・ものづくりコンテストで１名の生徒が中国大
会出場を果たした。時間以内に課題を完成
させ、技術を身に着けることができた。

・１０月に行われる「くらそうや」で商品提供
（メモスタンド）する予定である。また、「くら
そうや」で「おもちゃの病院」を開催して電子
部品を修理できるように準備している。

・授業や実習内容と関連づけながら、生徒へ資格
に関する情報提供の機会を増やす。

　　Ａ〔90％以上〕　Ｂ〔89～70%〕　Ｃ〔69～50%〕　Ｄ〔49～30%〕　Ｅ〔29%以下〕

・R４年度４～12月における月平均時間外業務時間
は、前年度を５時間（Ｒ３：24．2→Ｒ４：19．7）下回っ
た。
・R４年度月平均時間外業務時間が50時間を超える
教職員はいなかった。
・学校評価アンケート（教職員）によると教職員の
ワークライフバランスの評価が低く、業務量の減じた
分が必ずしも生活の質の向上につながっていない。
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